
同
志
社
の
百
年
を
こ
え
る
歴
史
の
な
か
で
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
宣
教
師
た
ち
の
貢
献
で
あ

る
。
旧
来
の
因
習
や
伝
統
的
宗
教
が
強
い
系
に
あ

つ
て
、
基
督
教
を
正
血
か
ら
か
か
げ
て
学
校
を
設
立

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
比
叡
山
を
琵
琶
湖
に
移
す
よ

う
に
不
可
能
に
近
い
こ
と
で
あ
っ
九
。
徳
富
篠
峰
の

表
現
を
用
い
れ
ぱ
、
「
伝
染
病
の
看
板
を
掲
げ
て
旅

館
を
営
む
よ
う
な
難
事
で
あ
っ
た
。
」
(
『
三
代
人
物

史
』
)新

島
に
は
、
石
が
ね
を
貫
く
よ
う
な
強
固
な
羣
心

が
あ
り
、
「
山
を
移
す
よ
う
な
信
仰
」
の
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
も
、
山
本
覚
馬

と
宣
教
師
た
ち
の
協
力
が
な
か
っ
た
な
ら
、
新
島
が

い
く
ら
器
っ
て
も
、
同
志
社
を
京
都
に
根
づ
か
せ

成
長
さ
せ
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
こ
と
で
あ
っ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
一
プ
イ
ヴ

イ
ス
と
対
比
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

コ
ブ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
煮
情
の
権
化
で
あ
り
、
疾

風
番
で
あ
り
、
狂
渊
怒
濤
で
あ
り
と
す
れ
ぱ
、

吾
が
ラ
ー
ネ
ッ
ド
先
生
は
、
泰
然
と
し
て
動
か
ざ

る
山
で
あ
る
。
雨
降
ら
ぱ
降
れ
、
風
吹
か
ぱ
吹

け
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
先
生
こ
そ
は
、
千
秋
万
古
、
高

く
塵
界
を
抜
い
て
雲
外
に
静
立
す
る
大
岳
需
で

あ
る
。

゛
0

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
同
志
社
で
働
い
た
宣
教
師
た

ち
の
多
く
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
(
ン
ヨ
円
片
N
づ

如
0
ミ
 
0
{
 
n
0
ヨ
旦
誘
一
0
昌
血
誘
{
0
"
司
又
含
伽
昌
冨
一
m
・

m
§
m
)
の
派
遣
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
百
数
十
名

に
及
ぷ
そ
れ
ら
の
宣
教
師
た
ち
の
な
か
で
、
 
D
・
W
・

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
き
わ
め
て
顕
蓼
存
在
で
あ
っ
九
。

か
つ
て
、
同
志
社
の
理
工
学
の
教
育
K
貢
献
し
た
中

瀬
古
六
郎
は
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
特
色
を
、
同
じ
ア
メ

波
欄
曲
折
、
紛
糾
錯
綜
の
多
い
同
志
社
の
歴
史
に

あ
っ
て
、
つ
ね
に
、
天
祭
こ
の
学
園
の
中
に
あ
る

こ
と
を
確
信
し
、
つ
ぷ
や
か
ず
、
諦
め
ず
、
悠
々
泰

然
、
自
己
に
托
さ
れ
た
使
命
を
淡
々
と
果
し
て
い
っ

た
の
が
ラ
ー
ネ
ッ
ド
で
あ
っ
九
0
 
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、

明
治
九
(
一
八
七
一
ハ
)
年
か
ら
、
昭
和
三
(
一
九
二

八
)
年
ま
で
、
実
に
五
二
年
に
わ
た
っ
て
教
育
宣
教

師
(
ゆ
ル
月
隻
§
一
昌
一
誘
一
0
旦
辻
と
し
て
教
育
、
研

究
に
専
念
し
て
、
同
志
社
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し

た
。

生
い
た
ち

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
一
八
四
八
年
一
 
0
月
三
日
、

米
国
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
生
れ

D・VV・ラーネッド

同志社人物誌(53)

竹中正夫
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九
。
父
の
ロ
バ
ー
ト
は
牧
師
で
あ
っ
た
。
彼
の
最
初

の
名
で
あ
る
ド
ワ
イ
ト
(
口
三
⑳
=
)
は
、
イ
ェ
ー
ル

大
学
の
総
長
を
つ
と
め
た
ド
ワ
イ
ト
(
↓
一
ヨ
又
一
遍

U
三
如
三
)
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ド
ワ
イ

ト
は
、
一
七
九
五
1
一
八
一
七
年
に
わ
た
っ
て
イ
ェ

ー
ル
大
学
の
総
長
を
つ
と
め
た
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
の

古
い
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
の
中
心
に
宗
教
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
そ
れ
は
、
ド
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ル
と
呼
ぱ
れ
て
い

る
0
 
祖
<
X
の
ド
ワ
イ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

の
創
設
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
も
う
一
つ
の
名
前
で
あ
る
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
と
い
う
名
は
、
母
方
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
家
は
、
す
ぐ
れ
六
学

者
を
批
出
し
た
家
で
、
母
の
允
は
茗

名
な
地
質
学
者
で
あ
っ
六
。
イ
ェ

ル
大
学
が
存
在
す
る
、
ニ
ユ
ー
ヘ
ー

ヴ
ン
に
ゆ
く
と
、
今
日
で
も
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
通
り
と
い
う
広
い
道
が
あ

リ

る
。
ま
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
体
育
館

ラ
や
博
物
館
に
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
名

が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ

1
家
の
人
び
と
の
貢
献
が
今
日
で
も

黒
さ
れ
て
い
る
0
 
さ
ら
に
、
ラ
ー

ネ
ッ
ド
の
叔
父
に
、
国
際
法
学
者
の

T
 
.
 
D
 
.
ウ
ー
ル
ゼ
ー
(
↓
ず
ゆ
0
ル
9
ゆ
じ
三
伽
ず
一

乏
0
0
-
m
選
)
が
い
た
。
か
れ
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の

学
長
を
つ
と
め
た
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ド
ワ
イ
ト
の
甥

で
、
政
治
学
と
国
際
法
を
専
攻
し
、
一
八
四
六
年
か

ら
大
学
長
を
つ
と
め
て
い
た
。
現
在
の
イ
ェ
ー
ル
大

学
の
講
堂
は
彼
の
名
を
と
っ
て
ウ
ー
ル
ゼ
ー
・
ホ
ー

ル
と
い
わ
れ
、
大
学
創
立
二
0
0
年
を
黒
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
箭
の
家
に
生
れ
、
す
ぐ
れ
九

学
者
九
ち
を
雛
出
し
た
家
系
を
う
け
つ
い
で
幼
少
年

時
代
を
す
ど
し
九
。
彼
は
、
一
八
六
六
年
に
イ
ェ

ル
大
学
に
入
学
し
、
一
八
七
0
年
に
、
 
B
 
・
A
 
・
の

学
位
を
う
け
て
卒
業
し
た
。
こ
の
間
彼
は
、
学
業
に

励
み
、
課
外
砺
で
は
一
年
の
と
き
は
K
 
・
Σ

E
 
・
(
カ
ッ
ハ
・
シ
グ
マ
・
エ
プ
シ
ロ
ン
)
の
結
社

＼ノ

(
司
昌
月
旦
q
)
に
入
り
、
の
ち
に
は
、
科
学
研
究
の

グ
ル
ー
プ
に
加
っ
て
い
た
0
 
そ
の
こ
ろ
の
イ
エ
ー
ル

大
学
の
卒
業
式
で
は
卒
業
ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
二
人

の
者
が
挨
拶
を
の
べ
、
そ
の
名
前
は
卒
業
式
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
聾
子
0
§
)
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
な
ら
わ

し
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
二
人
の
総
代
の
一

人
と
な
っ
て
謝
辞
(
m
巴
仁
岳
一
0
選
 
0
旦
一
今
)
を
の
べ

て
い
る
。
な
お
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ょ
る
と
、
の

ち
に
米
国
の
す
ぐ
れ
九
病
理
学
者
と
な
っ
た
W
・
H

ウ
エ
ル
チ
(
室
宗
山
ヨ
淫
出
選
乏
ゆ
一
n
げ
)
も
同
じ
卒

業
ク
ラ
ス
の
代
表
者
と
し
て
学
究
者
と
し
て
の
挨
拶

発
豆
§
耳
§
一
 
9
豊
0
巳
を
担
当
し
て
い
る
。

(
ご
.
乏
.
げ
g
ヨ
血
9
 
冨
ゆ
ヨ
0
益
豆
一
N
、
げ
一
ず
ゆ
冒
釜
ゆ

δ
0
=
品
ゆ
、
一
祭
1
一
零
9

み
ち

い
ま
だ
し
ら
ざ
る
径
を
ふ
ん
で

カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
の
ち
、
ラ
ー
ネ
ッ
ト
は
さ

ら
に
三
年
間
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
お
い
て
叔
父
に
あ

た
る
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
教
授
の
指
導
の
下
に
ギ
リ
シ
ャ

語
の
研
究
に
専
念
し
、
一
八
七
三
年
に
哲
学
博
士
の

学
位
を
う
け
、
そ
の
こ
ろ
ミ
ゾ
リ
ー
州
に
新
し
く
設
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け
ら
れ
九
セ
イ
ヤ
ー
大
学
の
ギ
リ
シ
ャ
護
授
と
な

つ
た
0
 
そ
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
、
主

し
て
教
育
に
専
念
す
る
宣
教
師
を
日
本
に
派
遣
す
る

よ
う
に
考
え
人
物
を
求
め
て
い
た
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は

そ
れ
に
応
じ
、
一
八
七
五
年
七
月
七
日
、
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
H
 
・
り
ハ
ー
ド
(
剛
一
0
門
含
容
工
ゆ
一
含
刈
ゆ
ミ
)

と
結
婚
を
し
、
三
月
一
日
に
桑
港
を
出
帆
、
二
三

日
に
横
浜
延
到
着
。
二
六
日
に
神
一
戸
に
着
い
た
。
船

が
横
浜
に
着
く
日
の
早
朝
、
呼
ぱ
れ
て
甲
板
へ
行
っ

て
み
る
と
、
逃
か
な
水
平
線
上
に
白
雲
の
よ
う
に
富

士
山
が
見
え
た
。
こ
れ
が
日
本
の
最
初
の
印
象
で
あ

つ
六
。
そ
の
日
は
折
か
ら
新
嘗
祭
の
祝
日
で
、
家
々

に
は
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
り
、
あ
九
か
も
自
分
た

ち
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
翻
っ
て
い
九
の
が
印
象

的
で
あ
っ
九
。
(
『
回
翻
』
一
九
八
三
年
、
ニ
ニ
ー

二
三
頁
)

こ
の
年
の
一
一
月
二
九
日
に
同
志
社
は
開
校
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
妻
は
、
す
ぐ
に
で

も
京
都
に
飛
ん
で
行
き
た
い
想
い
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
か
っ
九
。
し
か
し
、
当
時
、
外
国
人
は
許
可
な

く
し
て
内
地
に
旅
行
出
来
な
か
っ
六
。
そ
の
年
三

月
二
八
日
、
旅
行
券
を
も
ら
っ
て
鉄
道
で
大
阪
に
出

て
一
泊
し
、
翌
朝
八
時
小
さ
系
汽
船
で
出
発
し
午

後
四
時
に
伏
見
に
着
き
、
タ
方
郡
に
入
っ
九
。
た)

ま
た
ま
大
阪
に
来
て
い
た
新
島
襄
が
鼎
し
て
し

九
0
 
か
れ
ら
は
、
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
こ
と
、

京
都
の
こ
と
、
そ
し
て
同
志
社
の
こ
と
な
ど
を
終
日

矮
上
で
請
り
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

異

吋
 
J
 
,

゛

1

冒
、
、

一
札
一

、

'

゛

ー
.

.

.
"

t

初
期
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
、
主
と
し
て
伝
道

の
九
め
の
宣
教
師
を
派
造
し
、
高
等
教
育
の
た
め
に

専
念
す
る
教
育
◆
教
師
(
巴
§
=
0
昆
一
亘
m
曾
0
昆
・

選
)
を
派
遣
し
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ル
コ
で
伝
道
に

当
っ
て
い
た
C
人
ム
リ
ン
(
9
Z
m
 
工
山
ヨ
一
昔
)
は
、

＼ノ

伝
道
者
養
成
の
九
め
の
神
学
校
を
大
学
に
発
展
さ
せ

よ
う
と
し
た
と
き
、
ボ
ー
ド
の
反
対
に
あ
い
、
一
八
六

0
年
に
彼
は
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教

師
壽
幟
し
て
い
る
。
一
八
八
五
年
、
中
近
東
に
派

遣
さ
れ
た
J
・
L
 
・
バ
】
ト
ン
(
〕
印
ヨ
ゆ
m
 
-
.
則
異
一
0
巳

は
、
一
鼎
教
育
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は

あ
ま
り
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
と
記
し
て
い
る
。
大

学
水
準
の
高
等
教
育
機
関
を
設
け
る
こ
と
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
こ
と
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
や
が
て

認
が
す
す
む
に
つ
れ
て
信
仰
を
稀
薄
に
す
る
傾
向

が
あ
り
、
か
つ
て
、
ボ
ー
ド
を
さ
さ
え
る
多
く
の
人

々
は
、
高
等
教
育
を
う
け
て
い
な
い
一
般
駄
民
た
ち

が
多
い
と
い
う
の
が
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
。
黒

社
の
初
期
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
根
ざ
し
て

大
学
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
新
島
と
、
同
志
社
を
伝

磊
養
成
学
校
と
し
て
経
づ
け
よ
う
と
し
た
ボ
ー

ド
と
の
閥
に
は
可
成
り
の
軌
蝶
が
あ
っ
九
。
そ
う
し

九
陣
壁
を
亀
裂
と
せ
ず
に
乘
り
越
え
て
協
力
関
係
へ

と
向
わ
せ
九
と
こ
ろ
に
同
喜
発
展
の
基
盤
が
あ
っ

ツ
、
才ラ

教
育
宣
教
師

..ー

.ぐ
J

゛.゛

'

・.'ニ"」
片

.""琶'九
,ー'、

.'<.'".、】ご '^'..、.、
"'.、'.^

!、ct
、"

^

ー.、

^

、'、'.
'、

.^'

,"..^写,

,ー .

貞一^、

ド先生の原稿
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た
。
そ
こ
に
は
、
新
島
の
人
物
と
佑
仰
を
信
頼
し
た

ボ
ー
ド
の
姿
勢
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
恵
見
を
異
に
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
祈
り
に
お
い
て
一
つ
で
あ

り
、
た
え
ず
新
島
を
九
て
九
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
誠
実
さ

が
あ
っ
た
0
 
そ
し
て
伝
道
の
み
を
主
張
す
る
ボ
ー
ド

と
、
聖
賀
」
教
え
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
京
都
府
と
の

間
に
板
ぱ
さ
み
と
な
っ
て
卿
吟
し
て
い
六
新
島
の
忍

耐
が
あ
っ
た
。

(
一
八
主
◇
年
一
月
の
元
旦
、
新

島
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
両
人
と
連
れ
立

軸

つ
て
比
叡
山
に
登
っ
て
想
い
を
新
し

、

く
、
一
月
三
日
に
は
、
新
島
襄
と
山

本
八
重
と
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
。

彼
は
、
明
治
九
年
四
月
か
ら
、
教

鞭
を
と
り
、
昭
和
三
年
引
退
す
る
ま

で
、
実
に
五
二
年
に
わ
九
っ
て
同
志

社
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
こ
の
閲
、
専

"
、

門
の
神
学
の
外
に
、
需
、
代
数
、

幾
何
、
三
角
術
、
両
軸
幾
何
、
物
理

学
、
天
文
学
、
体
操
、
経
済
学
、
政

治
学
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
専
ど
を
教
え
た
。

彼
自
ら
の
回
想
に
ょ
れ
ぱ
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
こ
の

学
校
に
紹
介
し
た
L
(
『
ラ
ル
ネ
デ
回
相
媒
』
五
二
頁
)

と
あ
る
か
ら
、
今
日
ラ
ク
ビ
ー
が
同
志
社
で
さ
か
ん

で
あ
る
淵
源
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
と

い
え
よ
う
。
神
学
の
領
域
で
は
、
聖
書
神
学
、
新
約

袈
、
そ
し
て
教
会
史
驫
じ
た
。
と
り
わ
け
、
教

会
史
は
、
彼
が
終
始
一
貫
五
0
年
に
わ
九
っ
雨
じ

た
科
目
で
、
黒
社
の
神
学
が
歴
史
的
研
究
を
中
心

に
発
展
し
て
き
た
基
礎
を
築
い
た
。

右
手
に
聖
晝
左
手
に
経
済
学

学
究
と
し
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
そ
の
博
識
を
も
っ
て
黒
社
の
教
育
に
貢
献
し
た

、
、
、
、

が
、
と
り
わ
け
、
彼
が
力
を
注
い
だ
の
は
、
聖
書
の

研
究
と
経
済
学
倫
琴
あ
っ
六
。

彼
は
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
を
学
び
、
教
会
の

歴
史
に
通
じ
て
い
六
の
で
馨
の
な
か
で
も
新
約
聖

誓
の
註
解
轡
の
出
版
に
、
粘
力
を
結
集
し
て
励
ん

だ
。
聖
上
の
翻
訳
が
漸
く
著
に
つ
い
た
朋
治
の
初
剣

に
あ
二
(
、
彼
は
、
新
墾
当
、
二
七
巻
の
全
巻
の

註
馨
を
轡
い
て
、
之
を
日
本
雫
出
版
す
る
だ
大

な
計
仙
を
た
て
て
、
そ
れ
を
徐
々
に
実
行
し
て
い
っ

た
。
年
代
順
に
記
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

『
使
徒
行
伝
註
釈
』
(
明
治
一
九
年
)
、
『
業
録
註

釈
』
(
明
治
二
0
年
)
、
『
以
弗
所
嘉
釈
』
(
明
治
二

0
年
)
『
路
加
経
釈
』
(
明
治
二
0
年
)
、
『
馬
太
伝

註
釈
』
(
明
治
一
三
年
)
、
『
帖
撤
羅
尼
器
後
書
註

瓢

.

一

"

゛
冒

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
 
N
需
豊
か
な
ラ
ー
ネ
ッ

ド
が
教
育
宣
教
師
と
し
て
黒
社
に
着
任
し
た
意
義

は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
六
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
明
治
九

.

ンド先生送別の正午昭和3年9月15日
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釈
』
(
明
治
三
年
)
、
『
希
伯
来
書
註
釈
』
(
明
治
二

一
年
)
、
『
約
翰
伝
註
釈
』
(
明
治
三
年
)
、
『
提
摩

太
前
後
書
、
提
多
書
、
緋
利
門
謡
釈
』
(
明
治
二

二
年
)
、
『
可
林
多
前
後
沓
註
釈
』
(
明
治
二
三
年
)
、

『
雅
各
役
得
前
後
書
・
約
翰
三
三
、
猶
太
書
註
釈
』

(
明
治
二
四
年
)
、
『
羅
馬
書
註
解
』
(
明
治
二
五
年
)
、

『
馬
可
伝
註
釈
』
(
明
治
二
六
年
)
、
『
共
観
福
音
書
講

解
』
上
・
下
(
明
治
三
八
年
)
、
『
保
羅
之
小
書
無

解
』
上
・
下
(
明
治
四
一
年
)
、
こ
れ
ら
の
だ
大
な
註

釈
書
を
出
版
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
推
敲
を
加

え
、
新
約
聖
占
の
改
訳
に
と
も
な
い
ほ
と
ん
ど
に
わ

た
っ
て
改
訂
版
を
出
し
て
い
る
の
は
、
驚
嘆
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
読
穫
地
味
で
あ
る
が
、

原
語
に
か
え
り
史
実
に
て
ら
し
て
着
実
で
あ
り
、
わ

が
国
の
初
期
の
新
約
聖
書
の
参
考
文
献
と
し
て
貴
重

な
役
割
を
果
し
九
。
大
正
ご
一
年
の
関
東
大
震
災
に

よ
っ
て
出
版
元
で
あ
っ
姦
醐
社
を
は
じ
め
、
印
刷

を
担
当
し
た
横
浜
の
福
音
印
刷
会
社
が
火
災
に
か
か

り
、
書
籍
は
も
と
よ
り
、
紙
型
及
び
原
紙
も
す
べ
て

灰
燿
に
帰
し
た
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
落
胆
せ
ず
、
翌

年
か
ら
新
し
く
稿
を
起
し
て
、
従
前
の
も
の
よ
り
も

簡
易
な
も
の
と
し
て
出
版
を
つ
づ
け
九
。

者
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
在

学
中
、
学
長
を
つ
と
め
て
い
た
ウ
ー
ル
ジ
ー
か
ら
、

政
治
学
の
講
義
を
き
き
、
近
世
の
社
会
愚
、
政
治

思
想
に
つ
い
て
一
応
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は

諸
わ
れ
る
ま
ま
に
、
同
志
社
で
、
経
済
学
、
政
治
学

の
講
義
を
な
し
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
は
、
彼
の
弟
子

た
ち
に
ょ
り
訳
出
さ
れ
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
は

じ
め
は
わ
が
国
最
古
の
キ
リ
ス
ト
教
の
週
刊
紙
『
七

一
雑
報
』
に
、
明
治
三
年
か
ら
明
治
一
四
年
に
か

け
て
『
経
済
学
略
説
』
と
し
て
器
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
『
経
済
新
論
』
(
宮
川
経
輝
訳
、
明

治
一
九
年
)
、
『
経
済
学
の
原
理
』
(
浮
田
和
民
訳
、

明
治
二
四
年
)
、
な
ど
が
あ
る
。
近
代
の
日
本
経
済

学
説
史
に
お
け
る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
貢
献
を
一
局
く
評
価

し
た
住
谷
悦
治
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
そ
の
最
初
の
講
義
か
ら
社
会
主
義
、
共
産
主
義
、

無
政
府
主
義
、
に
言
及
し
、
批
判
し
、
な
お
社
会

政
策
に
つ
い
て
も
種
々
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
博
士
は
基
督
教
徒
で
あ
る
か
ら
、
社
会
主

義
や
共
産
主
義
に
は
批
判
的
態
度
で
あ
る
け
れ

ど
、
こ
れ
ら
各
社
会
愚
K
つ
き
相
当
に
詳
細
な

解
説
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
社
会
主
義
思
想

史
の
上
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
」
(
『
ラ
ー

ネ
ッ
ド
博
士
伝
』
)

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
経
済
学
を
専
門
に
勉
強
し
た
学

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
経
済
学
は
主
と
し
て
資
本
主
義
の

経
済
の
仕
組
み
を
分
折
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
に
資
本
主
義
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
と
く

に
貧
困
の
問
阻
を
具
体
的
に
論
じ
て
ぃ
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
社
会
主
義
や
共
産
主
義
な

ど
の
資
本
主
義
の
欠
陥
克
服
の
方
策
を
紹
介
し
、
そ

の
批
判
を
な
す
と
と
も
に
、
正
当
な
る
改
良
法
を
得

る
た
め
に
は
、
経
済
学
と
キ
リ
ス
ト
教
に
根
ざ
し
た

博
愛
主
義
の
必
要
な
こ
と
を
論
じ
て
ゃ
ま
な
か
っ

た
0
 
同
志
社
で
学
ん
だ
人
ぴ
と
の
な
か
に
は
、
経
済

と
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
社
会
と
信
仰
の
関
連
を
自

ら
の
生
涯
に
お
い
て
問
う
た
人
び
と
が
少
く
な
か
っ

九
0
 
深
井
英
五
、
小
野
英
二
郎
、
安
部
磯
雄
徳
富

酢
峰
、
岸
本
能
武
太
、
村
井
知
至
、
浮
田
和
民
、
油

谷
治
郎
七
、
山
川
均
、
高
畠
素
之
、
松
岡
荒
村
、
柏

木
義
円
、
山
室
軍
平
、
留
岡
幸
助
、
な
ど
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
る
、
彼
ら
は
、
き
わ
め
て
多
岐
な
領
域

で
仕
事
を
し
た
人
び
と
で
あ
り
、
そ
の
立
場
も
ち
が

つ
て
い
た
。
し
か
し
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
同

志
社
で
学
び
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
九
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
き
わ
め
て
博
識
で
あ
っ
た
が
、
教
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室
で
学
生
た
ち
か
ら
質
問
さ
れ
て
、
知
ら
な
い
こ
と

は
、
「
ア
イ
・
ド
ン
ト
・
ノ
ウ
L
 
と
平
然
と
答
え
九
。

ギ
リ
シ
ャ
号
人
は
、
「
智
者
は
由
ら
が
い
か
に
知

る
と
こ
ろ
の
小
ノ
き
を
知
る
し
と
い
っ
た
0
 
ラ
ー
ネ
ッ

ド
は
、
「
天
地
の
間
、
人
間
の
知
っ
て
い
る
こ
と
、

誠
に
僅
か
で
あ
り
ま
す
」
と
の
べ
、
つ
ね
振
理
に

対
す
る
謙
虚
に
し
て
誠
実
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
九
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
自
ら
を
省
み
て
、
「
予
は
天
性
、

体
質
虚
弱
で
あ
っ
た
」
(
回
顧
録
』
二
0
貞
)
と
い

つ
て
い
る
。
と
く
に
、
大
学
一
年
の
と
き
、
眼
病
に

か
か
り
、
一
時
中
途
退
学
を
す
る
悲
劇
を
経
験
し

た
。
彼
は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
、
弱
か
っ
た

体
を
訓
練
し
た
。
毎
日
時
間
を
き
め
て
散
歩
を
し
た

こ
と
は
有
名
な
雫
あ
る
。
京
都
の
町
の
人
々
が
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
散
歩
す
る
の
を
み
て
、
時
閥
を
知
っ

た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

留
岡
幸
助
が
、
伺
志
社
を
出
て
冏
も
な
く
、
ラ

ー
ネ
ッ
ド
も
を
訪
問
し
歓
談
し
て
い
た
。
し
ば
ら

く
た
っ
と
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
ラ
ン
。
フ
を
于
に
し

て
、
玄
関
の
方
化
歩
み
な
が
ら
、
「
も
う
私
の
勉
強

時
間
に
な
り
ま
し
た
し
と
い
っ
て
、
留
岡
を
送
り
出

し
て
机
に
む
か
っ
九
と
い
う
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
だ
大

な
著
述
は
、
強
い
集
中
心
の
賜
物
で
あ
る
と
共
に
、

規
則
正
し
い
生
活
の
産
物
で
あ
る
と
思
う
。

大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
同
志
社
の

神
学
科
で
は
卒
業
の
と
き
に
悪
写
真
を
す
る
な
ら

わ
し
が
あ
っ
た
。
あ
る
年
の
写
真
を
よ
く
み
る
と
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
本
本
託
ん
で
い
た
。
こ
れ
も
時
問

を
大
切
に
し
た
彼
の
一
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
謹
厳
寡
黙
に
し
て
学
究
的
な
人
で

あ
っ
た
が
、
暖
か
い
心
の
持
主
で
、
ソ
ー
ツ
と
困
っ

て
い
る
学
生
を
九
す
け
、
そ
れ
も
依
存
心
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
援
助
し
九
。
の
ち
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
三
井
物
雫
有
力
な
働
き
を
し

た
内
田
尭
が
同
志
社
で
苦
学
し
て
い
た
と
き
、
そ
の

母
か
つ
を
家
事
手
伝
い
と
し
て
迎
え
、
「
天
は
自
ら

助
る
も
の
を
助
く
」
と
い
っ
て
励
ま
し
、
晩
年
に
至

る
ま
で
美
し
い
師
弟
関
係
を
も
ち
つ
づ
け
た
の
は
、

代
表
的
な
例
で
あ
る
。

は
、
別
れ
を
惜
し
む
お
も
い
が
ひ
と
き
わ
深
か
っ
た
。

彼
は
、
い
わ
ぱ
同
志
社
の
粘
神
を
身
に
体
し
て
半
世

紀
生
き
つ
づ
け
た
人
で
あ
っ
た
。
明
治
三
0
年
代
に

徴
兵
猶
予
の
特
典
を
う
け
ら
れ
る
か
ど
ぅ
か
を
苦
慮

し
て
、
同
志
社
の
綱
領
か
ら
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教

の
条
項
を
削
除
し
、
内
外
か
ら
批
判
を
う
け
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
四
国
か
ら
は
せ
つ
け
九
宣
教
師
が
基
督

教
を
破
棄
す
る
よ
う
な
同
志
社
は
壊
し
て
し
ま
え
と

ま
で
極
言
し
た
0
 
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
静
か
に
し
か
し

媒
然
と
「
な
に
同
志
社
が
基
督
教
を
す
て
た
。
こ
の

通
り
あ
る
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
い
っ
て
机
上
の
聖
書
に

手
を
お
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
『
同
志
社
五
十
年

裏
面
史
』
二
九
0
頁
)
彼
は
、
同
志
社
の
迂
余
曲
折

に
あ
っ
て
、
つ
ね
に
泰
然
と
「
見
え
ざ
る
御
手
の

導
き
」
を
信
じ
て
い
た
。

一
九
四
三
年
三
月
一
九
日
、
九
五
歳
の
長
寿
を
全

う
し
淡
々
た
る
経
を
了
え
た
。
そ
の
分
骨
は
、
若

王
子
の
恩
社
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、
一
九
六
五
年
一

一
月
二
九
日
の
創
立
黒
日
条
石
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
墓
碑
に
は
つ
ぎ
の
文
字
が
き
ざ
ま

れ
て
い
る
0
 
,
,
一
容
牙
一
0
 
一
一
ぐ
ゆ
 
N
出
ル
一
一
ぐ
ゆ
一
0

一
ゆ
少
ヨ
ご

同
志
社
の
精
神

同
志
社
の
創
設
期
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に

か
け
て
、
五
二
年
の
長
き
に
わ
九
っ
て
同
志
社
で
働

い
た
学
究
的
官
一
教
師
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
あ
る
点
か
ら

い
う
な
ら
、
女
子
部
の
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
と
な
ら
ん

で
同
志
社
の
精
神
を
象
徴
し
た
よ
う
な
存
在
で
あ
っ

た
。
彼
が
、
昭
和
三
年
九
月
一
五
日
京
都
を
た
っ
て

帰
米
の
途
に
つ
い
た
と
き
、
同
志
社
人
の
な
か
に

(
本
文
中
ラ
ー
ネ
ッ
ド
『
回
顧
録
』
と
あ
る
の
は
、
一
九

八
三
年
、
そ
の
永
眠
四
0
周
年
を
記
念
し
て
、
ラ
ー
ネ
ッ
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ド
が
同
志
社
引
退
に
あ
九
っ
て
『
同
志
社
新
聞
』
に
寄
せ

た
文
章
に
あ
わ
せ
て
、
他
の
文
章
と
と
も
に
、
河
野
仁
昭

氏
が
緬
集
し
、
学
校
法
人
同
志
社
が
出
版
し
た
も
の
で
あ

る
J

(
大
学
神
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財

鈴
木
重
治

の
し
ほ
う
む
こ
う
ず
け

え

し

絵
志
野
四
方
向
付

)5

伴
出
の
士
師
皿
の
型
式
上
の
特
徴
は
内
底
面

と
体
部
の
誓
、
弱
い
段
を
残
し
な
が
ら
、
入
念

な
ヨ
コ
ナ
デ
謬
を
明
瞭
に
認
め
る
点
に
あ
る
。

胎
土
も
密
で
、
焼
成
も
良
好
で
あ
る
。
見
込
に
深

い
裟
を
篦
に
ょ
っ
て
め
ぐ
ら
す
技
法
が
出
現
す

る
以
前
の
一
群
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
考
古
学

的
な
土
帥
器
の
編
年
研
究
の
成
果
に
照
し
て
も
、

一
七
世
紀
の
前
半
に
年
代
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
み
せ
る
筒
形
の
胴
部
は
、

適
度
な
腰
の
張
り
に
ょ
っ
て
安
定
観
を
与
え
て
い

る
。
透
明
の
長
石
釉
が
器
の
内
外
に
た
っ
ぶ
り
と

か
け
ら
れ
て
い
て
、
釉
下
に
描
か
れ
て
い
る
鉄
絵

は
、
体
部
を
め
ぐ
っ
て
梅
花
文
、
千
鳥
文
、
草
文

な
ど
が
、
稚
拙
な
が
ら
雅
味
の
あ
る
筆
致
で
し
た

九
め
ら
れ
て
い
る
。
内
底
而
に
は
、
四
ケ
の
目
跡

が
残
り
、
重
ね
焼
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
九
貫
入
も
多
い
。

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
の
元
屋
敷
窯

址
か
ら
、
畏
の
向
付
が
多
量
に
出
土
し
て
い

て
、
生
産
窯
址
急
定
も
容
易
で
あ
る
。
美
濃
産

の
陶
磁
器
は
、
近
暢
頭
か
ら
大
量
に
京
都
に
搬

入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
て
す
ぐ
れ
六
出
土
資
料
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
諏
査
委
員
会
調
査
主
任
)

同
志
社
女
子
大
学
図
書
館
地
点
出
土
(
江
戸
時
代
籾
期
)

口
径
八
・
五
飢
、
器
高
九
・
三
 
m
、
底
径
六
・
三
肌

当
資
料
は
、
土
師
器
の
皿
な
ど
を
伴
っ
て
、
石

積
み
の
地
下
式
貯
蔵
庫
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
。
石
塔
や
墓
石
を
転
用
し
て
側
壁
と
し
九
地
下

式
貯
蔵
庫
は
、
東
福
門
院
の
下
屋
敷
に
属
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
諸
陵
部
で
保
管

す
る
寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
の
洛
中
絵
図
に

み
え
る
御
国
母
様
下
屋
敷
が
こ
れ
に
あ
九
る
。
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